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Opening Ceremony

Oral Presentation - 1（60min）

Chairman: 小川智弘・辻　明宏
Presenter: 高井佳菜子・坂井勇仁・手島英一・

兵頭永一・林　浩也・石井洋光

Break （15min）

Vein Week 2025 Japan - Indonesia Joint Session（60min）
*Internet Distribution

Oral Presentation - 2（50min）
Chairman: 北川孝道・吉岡明治

Presenter: 宮内元樹・中山由香利・川本朋子・菊谷光代

Break （10min）

Program at a Glance

Tenpyo Hall - Japan Venous Talk 2025 - Meeting Room 206 - The 15th Meeting of Kansai CVT -

Reception

静脈不全講演(45min)
Chairman:小谷敦志
Presenter:小畑貴司

Chairman: 村田浩子　Presenter: 今井崇裕・福岡愛実

Sponsored Seminar 2 - 東レ・メディカル株式会社 （20min）

リンパ管講演+ライブ(60min)
Chairman:松尾　汎
Presenter:原　尚子

Break （15min）

Chairman: Tomohiro Ogawa・Takashi Yamamoto
Presenter:Hitoshi Kusagawa・ Radi Noorsyawal・ Hendra Wibowo・

Yuliardy Limengka・Daisuke Akagi

Oral Presentation - 3（40min）

Chairman: 西本裕二・葛井総太郎
Presenter: 鬼頭祥悟・寺田和始・三宅ヨシカズ・小田晃義

Luncheon Seminar - コヴィディエンジャパン株式会社（30min）
Chairman: 杉山　悟
Presenter: 広川雅之

Break （15min）

Sponsored Seminar 1 - 株式会社リムフィックス （20min）

共催: コヴィディエンジャパン株式会社　東レ・メディカル株式会社
株式会社メディコスヒラタ　グンゼメディカル株式会社

サイトンジャパン合同会社

Closing Ceremony

Break （10min）

透析シンポジウム(60min)
Chairman:小林大樹・佐藤　洋

Presenter:坂田久美子・小林大樹・木船和弥・矢野健太郎

Break （15min）

Hands on Session （90min）

ハンズオン(60min)
進行:北川孝道

Moderator:藤原英将・吉岡明治・小林大樹・井上由美子

Esthetic Phlebology （40min）

Chairman: 金子　完・坂本一喜
Presenter: 諸國眞太郎・古林圭一・金子　完・

佟　暁寧

Moderator: 赤木大輔・川﨑大三
Faculty: 小谷敦志・武内謙輔・手島英一・今井崇裕・山本　崇

Chairman: 岩井武尚　Presenter: 原 尚子

Sponsored Seminar 3 - サイトンジャパン合同会社（20min）

Chairman: 小川智弘 　Presenter: 山本　崇

Coffee Break （30min）

CVTナースセッション(60min)
Chairman:小畑貴司・井上由美子

Presenter:清水砂奈恵・長田知香・黒瀬満梨奈・越野理和・井上由美子

9:30~10:30

12:00~12:30
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14:15~14:55

16:00~17:30

10:00~11:00
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Executive Committee 

顧問 ：孟 真（並木クリニック / 横浜市立大学 外科治療学 臨床教授） 

 

会長 ：今井 崇裕（西の京病院 血管外科センター） 

 

副会長 ：山本 崇（やまもと静脈瘤クリニック） 

 

役員 

梅津 道久（東北大学病院 総合外科 血管外科） 

葛井 総太郎（西の京病院 血管外科センター） 

金子 完 (金山駅前心臓と血管のクリニック・金子医院) 

川﨑 大三（森之宮病院 下肢救済センター 循環器内科） 

坂本 一喜（なんば坂本外科クリニック） 

武内 謙輔（たけうち静脈瘤クリニック） 

辻 明宏 （国立循環器病センター 心臓血管内科部門 肺循環科） 

手島 英一（福岡和白病院 血管外科・血管内治療部） 

西本 裕二（市立豊中病院 循環器内科） 

林 浩也 （国立循環器病センター 心臓血管内科部門 肺循環科） 

 

 

Directors 

小谷 敦志（近畿大学奈良病院 臨床検査部） 

北川 孝道（奈良県総合医療センター 臨床検査部） 

黒瀬 満梨奈（西の京病院 看護部） 

中山 佳之（住友病院 手術室） 

吉岡 明治（天理よろづ相談所病院 臨床検査部） 

 

 

 

General Secretary 

木村 尚貴（大阪労災病院 中央検査部） 

 

  

役員 
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Japan Venous Talk 2025 の開催に向けて 
 
国際静脈週間イベント“Vein Week”の開催おめでとうございます。我が国の伝統ある血管
外科・静脈外科の世界において、時に“専門家の高齢化から学問の停滞”が問題視されてい
ます。私は以前より、“伝統と経験”を継承しつつ、未来を担う若手の医療従事者が主体的
に活躍できる場を作っていきたい、と願っておりました。今回、若手が中心となる会の設
立にあたり、この領域で長年培ってきた経験を伝えるべく、私が協力することとなりまし
た。本会の設立メンバーは“若手”が中心であり、まだまだ向こう見ずに突っ走り“心配”な
ところも多々あり、老婆心からあえて｢顧問｣を引き受けました。「エビデンスと経験に基
づいた質の高い静脈およびリンパ疾患の診療を追求する」を目標に、世界へ目を向けて自
由に活動していただきたく思います。 
 
同時に、私を含め“若手を脱した先生方”に於かれましては、将来の静脈学・リンパ学を担
う“若手”の皆さんをどうか暖かく応援し、経験しながら成長してゆく姿を見守っていただ
ければと切に希望します。何卒宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

  大会長 今井 崇裕 

   西の京病院 血管外科センター 

 

 

 

この度、2025 年 4 月 5 日（土）に Japan Venous Talk 2025（併催：Vein Week 2025）を
奈良コンベンションセンターにおいて開催させていただくことになりました。本総会が奈良市
で開催されることとなり、大変光栄に思います。テーマは「Dedicated to the Next Generation 
Who Make It」とさせていただきました。 
近年変化が著しい静脈疾患領域において、海外医師やメディカル・スタッフのオンラインによ
るプレゼンテーションなどを盛り込み、グローバリゼーションの流れに沿った国や地域といっ
た物理的な垣根を超え、新たな知識を吸収するだけではなく、次世代の医師、臨床検査技師、
看護師の新たな交流の場として捉えていただければと思います。 
本会の開催には日本静脈学会理事長である孟 真先生にご尽力いただき、Vein Week 2025 を
併催いたします。下肢静脈瘤、静脈血栓塞栓症等の領域において、とくに質の高い発表が聞け
ると思います。 
4 月上旬は会場から程近い奈良公園で、小ぶりで上品なナラノヤエザクラを楽しめます。皆様
にお会いできるのを楽しみにしています。  

代表理事挨拶 

顧問挨拶 

 

 顧問 孟 真 

  日本静脈学会 理事長 
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【参加費のご案内】 

医師    6,000 円 

コメディカル 2,000 円 

企業関係者  6,000 円 

 

【プログラム】 

 参加登録をされた方には受付でプログラムを１冊お渡しいたします。 

 

【ランチョンセミナー】 

ランチョンセミナーにご参加される方には、昼食を用意させていただきます。 

 

【コーヒー・ブレイク】 

13:30～14:30 の間、会場内で軽食をお出しします。                                    

 

【懇親会】 

 日時：2025 年 4 月 5 日（土） 18:30～20:30 

会場：シュラスコ料理 スー 

奈良県奈良市四条大路 1 丁目 4-45 ホテルアジール・奈良アネックス 1F 

0742-32-2577 

参加費：5,000 円 

懇親会に参加ご希望の方は事前にお伺いしております。当日参加ご希望の方は、スタッフへ

お声掛けください。 

 

【携帯電話の使用について】 

講演会場内での携帯電話の通話は原則禁止させていただきます。また、会場内では電源を

OFF にするかマナーモードに設定してください。 

 

【撮影及び録音について】 

 外部に委託したカメラマンが当日撮影を行います。学会終了後にホームページへ撮影した写

真をアップロードします。 

写真はホームページ（右の QR コード）からダウンロードが可能です。 

 

【単位取得者の方へ】 

本会への参加で、下記の更新クレジットを取得できます。 

CVT 更新制度 4 単位(参加) 4 単位(発表) 

日本フットケア・足病医学会 1 単位 

リンパ浮腫療法士 1 単位 

閉会後、単位取得証明書を受付でお渡しいたします。 

参加者へのご案内 
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PROGRAM 

Japan Venous Talk 2025 
2025 年 4 月 5 日（土） 

奈良県コンベンションセンター 天平ホール 

 

9 : 00 - 12 : 00 Reception 

 

            9:30 - 10:30 Morning Session    天平ホール              

 

9 : 25 - 9 : 30  Opening Ceremony 

今井 崇裕(西の京病院 血管外科センター) 

 

9 : 30 - 10 : 30 Oral Presentation 1 (60min) 

Chairman: 小川 智弘 (福島第一病院 心臓血管外科) 

Chairman: 辻 明宏 (国立循環器病研究センター) 

1. 「人工血管による V-V bypassにてシャント修復をした 2例」 

Speaker: 高井 佳菜子 (市立東大阪医療センター 心臓血管外科・集中治療部) 

2. 「ICGリンパ管造影による全身の体表面集合リンパ流解剖の検証〜各所のリンパ流境界を中

心に〜」 

Speaker: 坂井 勇仁 (社会医療法人博愛会 相良病院) 

3. 「間歇的空気圧迫法のカフ種別による静脈血流のエコー評価」 

Speaker: 手島 英一 (福岡和白病院 血管外科・血管内治療部) 

4. 「遅延型アレルギー反応予防に対する CAC治療直後の抗アレルギー剤投与は有効か？」 

Speaker: 兵頭 永一 (兵頭内科眼科・ハートクリニック) 

5. 「急性深部静脈血栓症に対する新規血栓吸引デバイス使用経験」 

Speaker: 林 浩也 (国立循環器病研究センター) 

6. 「大伏在静脈レーザー焼灼時の筋膜上病変の検討」 

Speaker: 石井 洋光 (石井病院 外科・血管外科) 

 

― Break (15min) ― 

 

           10:45 - 11:45  Vein Week 2025  *ZOOM 配信   天平ホール                           

10 : 45 - 11 : 45 Japan - Indonesia Joint Session (60min)  

Chairperson: Tomohiro Ogawa (The Vice President of the Japanese Society of Phlebology) 

Chairperson: Takashi Yamamoto (Yamamoto Vein Clinic) 

1. 「Large-scale questionnaire survey on adverse events of cyanoacrylate closure in Japan 

- Current results and progress with discussion - 」 

Speaker: Hitoshi Kusagawa (Matsusaka Ota Clinic) 
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Discussant: Yuliardy Limengka 

2. 「Acute Lower Extremity Deep Venous Thrombosis : How to Deal With It」 

Speaker: Radi Noorsyawal (Raden Mattaher Jambi Province Hospital, St. Theresia Jambi 

Hospital and Baiturahim Jambi Hospital) 

Discussant: Hiroya Hayashi 

3. 「Illiac Venous Stenting for Reflux with Venous Ulcer : Stenting vs Ablation」 

Speaker: Hendra Wibowo (Primaya Hospital, Royal Progress Hospital dan Eka Hospital in 

Jakarta, the capital city of Indonesia) 

Discussant: Yuji Nishimoto 

4. 「Efficacy and Safety of Different Types of Thermal Ablations in Indonesia: An Early 

Prospective Study」 

Speaker: Yuliardy Limengka (Mayapada Hospital Kuningan, Jakarta, and Beyoutiful 

Aesthetic Center, at T-Space Bintaro) 

Discussant: Eiichi Teshima 

5. 「Novel insights into body figure of patients in cyanoacrylate closure of varicose veins」 

Speaker: Daisuke Akagi (The University of Tokyo, Graduate School of Medicine) 

Discussant: Radi Noorsyawal 

 

 

― Break (15min) ― 

 

            12:00 - 12:30 Luncheon Seminar    天平ホール               

12 : 00 - 12 : 30  Luncheon Seminar - コヴィディエンジャパン株式会社 (30min) 

Chairman: 杉山 悟 (広島はくしま病院) 

「最近のお茶クリ流 CAC 治療～日々進化する術式と実践的アドバイス～」 

Speaker: 広川 雅之 (お茶の水血管外科クリニック) 

 

―Break (15min)― 

 

            12:45 - 13:45 Sponsored Seminar    天平ホール               

12 : 45 - 13 : 05 Sponsored Seminar 1 - 株式会社リムフィックス (20min) 

Chairman: 村田 浩子 (畿央大学 健康科学部 人間環境デザイン学科 教授) 

1. 「9年目を迎えた NARAソックス・プロジェクト 今後の展開」 

Speaker: 今井 崇裕 (西の京病院 血管外科センター)  

2. 「私とものづくり～学生時代を振り返って～」 

Speaker: 福岡 愛実 (畿央大学 健康科学部 人間環境デザイン学科 卒) 

 

13 : 05 - 13 : 25  Sponsored Seminar 2 - 東レ・メディカル株式会社 (20min) 

Chairman: 岩井 武尚 (つくば血管センター 顧問) 
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「ここまで見える！リンパ管エコー」 

Speaker: 原 尚子 (JR 東京総合病院 リンパ外科・再建外科) 

 

13 : 25 - 13 : 45  Sponsored Seminar 3 - サイトンジャパン合同会社 (20min) 

Chairman: 小川 智弘 (福島第一病院 心臓血管外科) 

「BECAUSE RESULTS MATTER～Spider Web治療の最前線～」 

Speaker: 山本 崇 (やまもと静脈瘤クリニック) 

 

― Coffee Break (30min) ― 

 

            14:15 - 15:45 Afternoon Session   天平ホール          

14 : 15 - 14 : 55 Oral Presentation – 3 (40min) 

Chairman: 西本 裕二 (市立豊中病院 循環器内科) 

Chairman: 葛井 総太郎 (西の京病院 血管外科センター) 

1. 「当院における CACの成績と経験した合併症」 

Speaker: 鬼頭 祥悟 (大和高田市立病院 外科) 

2. 「循環器内科医が始める下肢静脈瘤診療」 

Speaker: 寺田 和始 (琵琶湖大橋病院 循環器内科) 

3. 「超高周波超音波機器の導入前後での LVA（リンパ管静脈吻合手術）の変遷」 

Speaker: 三宅 ヨシカズ (大阪あべのリンパ浮腫クリニック) 

4. 「当院における骨盤内静脈うっ血症候群に対する卵巣静脈塞栓術の短期成績」 

Speaker: 小田 晃義 (西梅田静脈瘤・痛みのクリニック) 

 

― Break (10min) ― 

 

15 : 05 - 15 : 45 Esthetic Phlebology (40min) 

Chairman: 金子 完 (金山駅前心臓と血管のクリニック・金子医院) 

Chairman: 坂本 一喜 (なんば坂本外科クリニック) 

1. 「当院に於けるハンドベイン治療について」 

Speaker: 諸國 眞太郎 (諸國眞太郎クリニック) 

2. 「ハンドベイン～フォーム硬化療法～」 

Speaker: 古林 圭一 (梅田血管外科クリニック) 

3. 「当院における C1静脈瘤に対するロングパルス YAGレーザー治療の経験」  

Speaker: 金子 完 (金山駅前心臓と血管のクリニック・金子医院) 

4. 「当院におけるフェイススクレロセラピーの早期成績と合併症の報告」 

Speaker: 佟 暁寧 (大阪静脈瘤クリニック) 

 

― Break (15min) ― 
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            16:00 - 17:30 Hands-On Session   天平ホール        

16 : 00 - 16 : 30 講義 (30min)  

Moderator: 赤木 大輔 (東京大学) 

Moderator: 川﨑 大三 (森之宮病院 下肢救済センター 循環器内科) 

1. ストレスなし！ハンディータイプ・エコーの活用 

Faculty: 小谷 敦志 

2. 下肢静脈瘤に対するグルー治療 

Faculty: 武内 謙輔 

3. レーザーによる不全穿通枝の治療 

Faculty: 手島 英一 

4. 超音波を用いた痛みのないデブリードマン 

Faculty: 今井 崇裕 

5. YAG レーザーでクモの巣状・網目状静脈瘤はどこまで綺麗になるか 

Faculty: 山本 崇 

 

16 : 30 – 17 : 30 Hands-on (60min)  

Workshop Booth 

共催：東レ・メディカル株式会社 

   コヴィディエンジャパン株式会社 

   株式会社メディコスヒラタ 

   グンゼメディカル株式会社 

   サイトンジャパン合同会社 
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プロフィール 

(経歴)                                                               

1985 年 岡山大学医学部卒業 

1985-1987 年 三豊総合病院 

1987-1989 年 岡山労災病院 

1989-1993 年 岡山大学医学部第二外科 

1993 年- 広島逓信病院 

2016 年  広島逓信病院 院長 

2022 年  広島はくしま病院 院長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロフィール 

(経歴)                                     

昭和 62 年 高知医科大学医学部卒業                        

昭和 62 年 高知医科大学医学部第二外科入局                                

平成 3 年  高知医科大学医学部大学院修了                                

平成 5-7 年 ジョーンズホプキンス大学医学部留学                      

平成 12 年 東京医科歯科大学第一外科-入局                    

平成 15 年 東京医科歯科大学血管外科助手                      

平成 17 年 東京医科歯科大学血管外科講師                      

平成 17 年 お茶の水血管外科クリニック院長 

 

 

Luncheon Seminar – コヴィディエンジャパン株式会社 

 

  Chairman 

 広島はくしま病院 

杉山 悟 

  Speaker 

 お茶の水血管外科クリニック 

広川 雅之 

Title:「最近のお茶クリ流 CAC 治療 

～日々進化する術式と実践的アドバイス～」 
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NARA ソックス・プロジェクト 特別企画 

【県内大学生が創る奈良の未来事業】 

 

 

 

 

 

 

 

プロフィール  

(経歴)                                     
大阪市立大学大学院生活科学研究科生活環境学専攻前期博士課程修了         
グンゼ株式会社京都研究所等を経て 2003 年より現職                
(代表的な行政委員)                               
2008 年 10 月～2016 年 9 月 生駒市教育委員                  
2024 年 10 月～広陵町教育委員                         
(最近の研究)                                  
2016 年～「乳がん術後女性の QOL 向上のための入浴着に関する研究」        
2022 年度 2021 年から市販された入浴着がグッドデザイン賞を受賞        
(主な著書)                                   
2011 年 子どもと楽しむ染時間-つくって四季を感じよう-かもがわ出版(単著)   
2013 年 広陵町の靴下百年史 広陵町靴下百年史編集委員会(共著) 

 

 
 
 

 

 

 

 

プロフィール 

(出身) 三重県名張市 
(興味のあること) 染色、織りなどのものづくり 
(将来の夢) 心理学を通して人の目標や夢の実現をサポートすること 

ゼミでの「たぴぼ」の命名プロジェクトについても触れる予定ですが、メインは大学時代に取
り組んだ「ものづくり」（卒業研究の内容等）についてお話しする予定です。       
具体的には、蚕を育てて糸を引き、紅花で染め、烏梅を用いて織り、着物に仕上げた卒業研究
の内容を取り上げることを考えております。この発表を通じて、奈良の伝統文化にも触れるこ
とができればと思っております。 

Sponsored Seminar 1 – 株式会社リムフィックス 

  Chairman 

畿央大学 健康科学部 人間環境デザイン学科 教授 

村田 浩子 

  Speaker 

畿央大学 健康科学部 人間環境デザイン学科 2022 年度卒業生 

福岡 愛実 

Title:「私とものづくり～学生時代を振り返って～」 

 

Sponsored Seminar 2 – 東レ・メディカル株式会社 
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プロフィール  

(経歴)                                     
認定 NPO 法人バージャー病研究所 所長                     
東京医科歯科大学 名誉教授                               
日本静脈学会 名誉会長                             
日本血管外科学会 名誉会員                           
日本脈管学会 特別会員 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

プロフィール 

(経歴)                                     
2007 年  九州大学医学部卒  

2009 年  東京大学形成外科入局                                                      

たくさんのリンパ浮腫患者さんに出会い、リンパ浮腫治療の難しさに直面し、同時

にリンパ浮腫診療の魅力に心を打たれる 

2016 年  埼玉県済生会川口総合病院 リンパ外科・再建外科  

2017 年  東京大学医学博士号取得  

2018 年  JR 東京総合病院 リンパ外科・再建外科   

年間 400 肢以上のリンパ浮腫手術を行う  

2023 年 4 月 むくみクリニック 

 

 

 

Sponsored Seminar 2 – 東レ・メディカル株式会社 

  Chairman 

つくば血管センター 顧問 

岩井 武尚 

  Speaker 

JR 東京総合病院 リンパ外科・再建外科 

原 尚子 

Title:「ここまで見える！リンパ管エコー」 
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プロフィール 

(経歴) 

日本静脈学会 副理事長 

1991 年  福島県立医科大学卒業 

1995 年  福島県立医科大学大学院卒業 医学博士取得 

1998 年  福島県立医科大学心臓血管外科 助手 

1999 年  アメリカ合衆国ハワイ州ストラウブ病院（血管外科）留学 

2000 年  アメリカより帰国後 福島第一病院 心臓血管病センター勤務 循環器部長 

2012 年  福島第一病院 心臓血管外科部長 

2014 年  福島第一病院 心臓血管病センター長 

2018 年  福島第一病院 院長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロフィール  

(経歴)                                      

1999 年 大阪大学医学部卒業 大阪大学医学部附属病院、大阪警察病院、大阪厚生年金病院
（現 JCHO 大阪病院）、大阪船員保険病院（現みなと中央病院）、大阪労災病院、
住友病院の形成外科を歴任  

2012 年 坂田血管外科クリニック 

2014 年 The Danish Vein Centers Naestved、Riviera Veine Institut、Poliambulatrio 
Eurocenter Venalinfa にて研修 

2015 年 お茶の水血管外科クリニック 

2018 年 やまもと静脈瘤クリニック 

 

 

Sponsored Seminar 3 – サイトンジャパン合同会社 

未定 

  Chairman 

福島第一病院 院長 心臓血管病センター長 心臓血管外科部長 

小川 智弘 

  Speaker 

やまもと静脈瘤クリニック 

山本 崇 

Title:「BECAUSE RESULTS MATTER ～Spider Web 治療の最前線～」 
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Yuliardy Limengka (Ardy) is an Indonesian Vascular & Endovascular Surgeon, 
currently practicing at Mayapada Hospital Kuningan, Jakarta, and Beyoutiful 
Aesthetic Center, at T-Space Bintaro. He finished his MD, General Surgery, and 
Vascular & Endovascular Surgery training at the University of Indonesia. He has 
special interest in phlebology, especially CVI, DVT and PTS. During his free time, 
he enjoys making coffee and taking photographs. He is an active member of 
Indonesian Society for Vascular & Endovascular Surgeon, and Indonesian Venous 
Forum. 
 
 
 

 
 

Dr. Radi Noorsyawal, Sp.B, Subs.BVE(K) was born in April 4, 1991 in Jakarta 
(Indonesia). He is an Indonesia medical specialist in vascular surgery.  

Dr. Radi Noorsyawal, Sp.B, Subs.BVE(K) has married and has three beloved 
children: two daughters and one son. He started school in: Al-Azhar 8 Kemang 
Pratama Bekasi Elementary School from 1997-2003; Al-Azhar 8 Kemang Pratama 
Bekasi Junior High School 2003-2006; SMA N 103 Jakarta (Senior High School) 
2006-2009; Medical Faculty in University of Sriwijaya 2009-2015; Surgery 
Departement in University of Sriwijaya 2017-2021; Vascular and Endovascular 
Departement in University of Indonesia 2022-2023.  

Dr. Radi Noorsyawal, Sp.B, Subs.BVE(K) had work in Pelabuhan Hospital and 
Puskesmas Dempo Palembang as internship doctor; Mohammad Hoesin Hospital as 
resident doctor ; Cipto Mangunkusumo Hospital as trainee doctor.  

Dr. Radi Noorsyawal, Sp.B, Subs.BVE(K) works as a doctor in vascular and 
endovascular surgery department in three hospital: Raden Mattaher Jambi Province 
Hospital, St. Theresia Jambi Hospital and Baiturahim Jambi Hospital.  

As a vascular and endovascular surgery, dr. Radi Noorsyawal, Sp.B, Subs.BVE(K) 
had been an audience and speaker in international vascular conference: INAVASC 
XIV 2024 & v-WINdonesia in Bali. And he still keeps learning on to give the best 
performance to patient and society. 

Vein Week 2025 JAPAN - INDONESIA Session 

未定 

  Speaker 

Yuliardy Limengka (Ardy) 

 

Mayapada Hospital Kuningan, Jakarta, and Beyoutiful Aesthetic 

Center, at T-Space Bintaro 

 

Title：Efficacy and Safety of Different Types of Thermal 

Ablations in Indonesia : An Early Prospective Study 

 

 

  Speaker 

Radi Noorsyawal, Sp.B, Subs.BVE(K) 

 

Raden Mattaher Jambi Province Hospital, St. Theresia Jambi 

Hospital and Baiturahim Jambi Hospital 

 

Title：Acute Lower Extremity Deep Venous Thrombosis : How 

to Deal With It 
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Dr. Wibowo is a board-certified Vascular Surgeon with over 4 years of clinical 
experience. After graduating from Trisakti University, he completed his General 
Surgery residency at CiptoMangunkusumo National Center Hospital and further 
specialized in Vascular and Endovascular Surgery through a fellowship at University 
of Indonesia. Dr. Wibowo is actively involved in the Indonesian Society of Vascular 
and Endovascular Surgery and has a strong focus on providing comprehensive care 
for patients with Venous disorders. He is recognized for his dedication to patient 
education, and has presented research findings also being vascular workshop 
instructor at national conferences. 

In his daily work, most of his patients are venous cases where the most are related 
to hemodialysis access, varicose veins, DVT, and malformations 

Today he is working at 3 hospital. Primaya Hospital, Royal Progress Hopital dan Eka 
Hospital in Jakarta, the capital city of Indonesia. He’s appointed as Head of Division 
Vascular and Endovascular Surgery Unit in Royal Progress Hospital since 2023. He 
also appointed as executive member of the Indonesian Society for Phlebology, 
Board member of Indonesian Society for Vascular and Endovascular Surgery since 
2023. Board Member of European Society for Vascular Surgery since 2024 

In 2021, He granted Fellowship of the International College of Surgeons          
In 2024, He joined a Vwin Global Conference in Indonesia as a new generation 
speaker. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Vein Week 2025 JAPAN - INDONESIA Session 

未定 

  Speaker 

Hendra Wibowo, Sp.B, Subsp.BVE(K), FICS 

 

Primaya Hospital, Royal Progress Hopital dan Eka Hospital in 

Jakarta, the capital city of Indonesia  

 

Title：Illiac Venous Stenting for Reflux with Venous Ulcer : 

Stenting vs Ablation 

 

 

 



赤木 大輔
（東京大学）

C h a i r m a n

川﨑 大三
（森之宮病院 下肢救済セ

ンター 循環器内科）

手島 英一
（福岡和白病院 血管外

科・血管内治療部）

今井 崇裕
（西の京病院 血管外

科センター）

小谷 敦志
（近畿大学奈良病院

臨床検査部）

武内 謙輔
（たけうち静脈瘤ク

リニック）

1. ストレスなし！ハンディータイプ・エコーの活用
2. 下肢静脈瘤に対するグルー治療
3. レーザーによる不全穿通枝の治療
4. 超音波を用いた痛みのないデブリードマン
5. YAGレーザーでクモの巣状・網目状静脈瘤はどこまで綺麗になるか

山本 崇
（やまもと静脈瘤ク

リニック）

AGENDA

C h a i r m a n

F a c u l t y F a c u l t y F a c u l t y F a c u l t y F a c u l t y

16:00 - 17:30
天平ホール
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O-1-1 人工血管による V-V bypass にてシャント修復をした 2 例 
1 市立東大阪医療センター心臓血管外科 高井 佳菜子                       
2 のじまバスキュラーアクセスクリニック 野島 武久                        
3 市立東大阪医療センター放射線科 田口 秀彦                           
4 河内総合病院心臓血管外科 山口 高広        
 
【症例】症例 1 は 59 歳男性。左前腕手関節部の吻合部に 30mm の瘤を認めた。瘤の中枢、末
梢で橈骨動脈を露出し、瘤を切除、5mm ほど残した瘤壁を使用して吻合部の閉鎖を行った。
同時に、中枢の橈骨動脈と発達した橈側皮静脈を使用して新たに自己動静脈シャントを造設し
た。その後 SLE 発症にてプレドニゾロン 12.5mg/日の内服中。主な穿刺箇所であった副橈側
皮静脈の血栓閉塞による穿刺部位喪失に対して新たな流出路を設けるため、手術後 9 ヶ月で前
腕遠位の副橈側皮静脈-肘部橈側皮静脈に 4-6mm 人工血管によるバイパス術を施行した。手
術後 6 ヶ月間、シャントトラブルはなく透析を施行できている。症例 2 は 35 歳男性。手関節
部で造設された AVF で、手背枝合流後から橈側皮静脈に 15cm ⾧の閉塞を認め、閉塞の中
枢、末梢を 5mm の人工血管にてバイパス。術後 2 ヶ月で血栓による閉塞を認め血栓吸引を要
した。その後は開存しているものの手背枝への血流が主体となっている。ソアサム症候群など
の出現もないことから、経過観察としている。 
【考察】PTA で再疎通困難な慢性閉塞病変へは、中枢側での AVF 再建が通常適応されるが、
閉塞病変部位への VV バイパスは吻合部ならびに穿刺領域の温存が可能で、シャントの再作製
スパイラルに一石を投じることができ有用な術式と考える。一方細径人工血管選択時には血栓
閉塞のリスクがあり慎重な症例選択も必要である。 

 

O-1-2  ICG リンパ管造影による全身の体表面集合リンパ流解剖の検証 
～各所のリンパ流境界を中心に～ 

Anatomy of collecting lymph flows about the whole of the body surface; watershed of each part 
1 社会医療法人 博愛会 相良病院 坂井 勇仁   
2 国立国際医療研究センター病院 形成外科 金﨑 茉耶 宮﨑 柊子 山本 匠 
 
【目的】 リンパ流解剖の解明は、リンパ浮腫治療を行うに当たって必要不可欠である。しか
し現在のところ、全身の正確なリンパ流解剖については不明瞭な部分が多い。今回我々は全身
の体表面の集合リンパ管の境界について検証したため、ここに発表する。 
【方法】まず ICG リンパ管造影検査が行われた、リンパ浮腫のない下肢 20 肢と同側臀部につ
いて、リンパ管造影での Linear パターンの走行を検証した。尾骨の先端 (H1)と臀溝中央 (H3)
及びその中点 (H2)に ICG を皮下注射し、経路を観察した。同様に、リンパ浮腫のない上肢 30
肢について、上腕における肩峰と上腕骨外側上顆を結んだ線の四半点 3 箇所 (近位より U1-3)
に ICG を皮下注射して経路を観察した。 
【結果】臀部については、H1 から同側鼠径部に向かう Linear パターンを認めた症例は 16/20
であり、H2 と H3 から外側前面を通り鼠径リンパ節へ流入するパターンがそれぞれ 15/20 と
3/20、内側後面を通るパターンはそれぞれ 13/20 と 15/20 例であった。上腕については、内側
前面を通り腋窩リンパ節へ流入する経路は U1-3 それぞれで 27/30、24/30、6/30 であり、外側
後面を通る経路は 4/30、19/30、28/30 例であった。 
【考察】今回の検証により、これまで明らかにされてこなかった臀部・上腕のリンパ流とその
境界が明らかになった。今回の検証結果は、単純な解剖学的な成果のみならず、これまであま
り着目されてこなかったこれらの部位のリンパ浮腫に対する治療に須く応用できるものであり、
非常に有用と言えるだろう。 
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O-1-3 間歇的空気圧迫法のカフ種別による静脈血流のエコー評価 
1 福岡和白病院 血管外科・血管内治療部 手島 英一  
2 福岡和白病院 エコー室 中埜 杏菜 大嵩 由樹 中埜 康治郎 
 
【はじめに】完結的空気圧迫法 IPC は圧迫療法や下肢の自動運動が困難な症例の深部静脈血栓
症予防に広く使用されている。そのカフの種類は形態的に足部型、下腿型、下肢型があり一般
的に下腿型が広く用いられているが。また、圧迫形式は単一カフによるも、複数のカフを順次
末梢から加圧するものがあるが、圧迫形式による静脈血流の評価は不明である。下腿型の単一
カフと複数カフを用い静脈血流の評価を検討した。 
【方法】対象：健常成人、使用機材：単一型 アイフローIPC M15・アイフローIPC ガーメン
ト脚（下腿 M）、複数型 Kendall SDC 700 シリーズ・コンフォートスリーブ 膝丈 M サイ
ズ。測定方法：仰臥位にて足関節レベルの大伏在静脈（GSV）、膝窩静脈(PV)の血管径、流速を
測定後,その後カフを着用し同様にエコーを用いて血流評価を行なった。 
【結果】健常成人 16 人、男女比 10：６、年齢 26.0±4.1 歳、身⾧ 165.8±8.8cm、体重 60.2±1.3Kg、
下腿周囲系 35.3±3.8mm、GSV 径 3.2±8.9mm,PV 径 7.8±1.6mm、単一カフ収縮時の PV 
PSV45.0±2.7m/s, 複数カフ収縮時の PV PSV １カフ目 22.8±1.6m/s、2 カフ目 45.2.±2.2m/s、
3 カフ目 30.8±1.6m/s であった。カフ収縮時の足関節レベルの GSV の波形は前例逆流を認め
なかった。カフ解放時の足関節レベルでの GSV PSV は単一カフで 22.4±1.1m/s、複数カフで
15.1±6.1m/s であった。 
【考察】足部血流の逆流は正常な静脈弁機能をもつ症例においてはカフの加圧方式による違い
は認めなかった。複数カフ使用では最も中枢に近いカフの PSV に大きなばらつきを認めた。身
⾧、体重、下腿周囲系などによる統計的な有意差は認めなかったためにカフの着用方法などが
慣例している可能性が高いと推察された。 
 

 
O-1-4 遅延型アレルギー反応予防に対する CAC 治療直後の抗アレルギー剤投与は有効か？ 

The effect of the anti-allergic drug on the delayed allergic reaction just after CAC treatment 
1 兵頭内科眼科・ハートクリニック 循環器内科 兵頭 永一 前中 元良 
2 兵頭内科眼科・ハートクリニック 臨床検査技師 川崎 俊博  
 
グルー治療（cyanoacrylate closure: CAC 治療）では、シアノアクリレートという医療用瞬間接
着剤を静脈内に注入して血液の逆流を止めるため、遅延型アレルギー反応（発赤や痒みなど）
がしばしば起こるとされる。まれに重症化することもあり大きな問題となるが、これに対して
の予防法は確立されていない。当院ではアレルギー反応の予防法確立のため、術直後の抗アレ
ルギー剤投与が遅延型アレルギー反応の発症頻度抑制に対して有効か検討を行った。対象は
2024 年から 2025 年に CAC 治療を行った 160 例。前半の 80 例では抗アレルギー剤投与を行わ
ず、後半の 80 例では抗アレルギー剤であるであるレボセチリジン 5mg/日を術直後より 2 週間
行った。全症例の 3 か月後の閉塞率は 96%であった。。2 群間で年齢、性別、閉塞⾧、治療枝数
に差は認められなかった。又、遅延型アレルギー反応は抗アレルギー剤非投与群で 14 例、投与
群で 6 例に認めた（P<0.05) 。この結果から術直後の抗アレルギー剤であるレボセチリジンの
投与は、CAC 治療の遅延型アレルギー反応発症予防法として有効である可能性が示唆された。 
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O-1-5 急性深部静脈血栓症に対する新規血栓吸引デバイス使用経験 

Experience with a New Thrombus Aspiration Device 
国立循環器病研究センター 心臓血管内科部門 肺循環科  
林 浩也 辻 明宏 大郷 剛 
 
急性深部静脈血栓症に対するカテーテル治療は、以前はカテーテル的血栓溶解療法が主流であ
ったが、ウロキナーゼの供給不足により血栓吸引療法が見直されている。2024 年から各施設に
おいて新規血栓吸引デバイス（CAT8）の使用が順次開始されており、当センターでは 2025 年
1 月時点にて 2 症例に対して治療を施行している。1 例目は 50 歳代男性に対して、発症 5 日で
の施行であり吸引血液量は 450 ml、穿刺から圧迫までの procedure time は 182 分であった。2
例目は 60 歳代女性に対して、発症 7 日での施行であり吸引血液量は 180 ml、procedure time
は 105 分であった。いずれも治療は成功しており、術直後ならびに術後経過における再発は認
めていない。また輸血を必要とする貧血の進行を含めた合併症も認めていない。当センターに
おける CAT８使用例の症例を報告するとともにこれからの治療戦略について考察する。 
 

O-1-6 大伏在静脈レーザー焼灼時の筋膜上病変の検討 
Study of laser ablation for suprafascial lesions of the great saphenous vein 

1 医療法人社団 仁恵会 石井病院 外科 石井 洋光 中村 光宏                   

2 医療法人社団 仁恵会 石井病院 循環器内科 梶浦 孝之               
3 医療法人社団 仁恵会 石井病院 生理検査室 牟田 友佳  
4 兵庫医科大学 形成外科 西本 聡 
 
【はじめに】シアノアクリレート系接着材による血管内塞栓術(CAC)は血管内焼灼術(ETA)よ
りさらに低侵襲であると期待され広く普及している。一方 CAC 特有の有害事象として phlebitis
があり大伏在静脈が 10cm を超える saphenous compartment 外の筋膜上病変ではより起こりや
すいとの報告がある。ETA も CAC と同様筋膜上病変に対しては硬結，熱傷，色素沈着等の有
害事象に注意して慎重にアプローチしなければならない。今回我々は血管内レーザー焼灼術
(EVLA)で施行した手術手技及び治療成績を報告する。【対象及び方法】2023 年 1 月より 12 月
まで筋膜上病変を伴う GSV 弁不全に対して下腿を含む GSV の EVLA を施行した 27 症例 30
肢を対象。CEAP 分類は C2/C3/C4/C6＝14/4/11/1。麻酔は TLA と全静脈麻酔の管理下で行
った。LSO1470 レーザーに直径 1.0mm の Ringlight slim fiber を接続し，GSV の大腿部 7W で
LEED70J/cm，膝部 3W 及び反復焼灼又は 5W で LEED30～35J/cm，下腿部 3W 及び反復焼灼
で LEED15～30J/cm を目安として分割焼灼。【結果】男/女＝7 肢/23 肢，年齢 67.3±12.0 歳，
手術時間 39.5±10.8 分，GSV 焼灼⾧ 43.3±10.0cm，平均 LEED47.0±7.4J/cm，GSV 筋膜上
焼灼⾧ 20.6±10.5cm，平均 LEED30.7±6.5J/cm。術後焼灼に伴う問題となる有害事象は認め
なかった。【結語】筋膜上の EVLA は下腿焼灼と同様焼灼条件を低出力かつ低 LEED に調整す
ることにより，低侵襲で安全性かつ根治性のある治療法の一つであると考えられた。 
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Vein Week 2025-1 Large-scale questionnaire survey on adverse events of cyanoacrylate 
closure in Japan  

―Current results and progress with discussion― 
松阪おおたクリニック 草川 均 

 
Objective: This study aimed to investigate the safety profile of cyanoaclylate closure（CAC）, 
focusing on the types and incidence of adverse events(AEs). 
Methods: A nationwide survey was conducted between November 2023 and December 2023. 
Data were collected from 1,017 institutions, covering 24,209 patients who underwent CAC at 335 
institutions between January 2020 and October 2023. Thromboembolism, phlebitis, 
hypersensitivity reactions, granuloma formation, infection, bleeding, death, and need for glue 
resection were documented as unfavorable events/outcomes. 
Results: Pulmonary embolism, proximal deep vein thrombosis (DVT), and ablation-related 
thrombus extension (ARTE) developed in 3 (0.01%), 9 (0.04%), and 95 (0.39%) patients, 
respectively. Localized phlebitis that required additional treatment was observed in 1,656 patients 
(6.8%). No patients developed a stroke or anaphylaxis. One patient died due to pulmonary 
embolism. Glue resection was performed in nine patients with delayed infection (n = 4), 
hypersensitivity reactions (n = 4), or a foreign body granuloma (n = 1). 
Conclusions: A nationwide survey of CAC for varicose veins in Japan demonstrated that it was a 
safe procedure with a low rate of serious AEs. A further research on phlebitis is currently 
underway, and I would like to discuss its objectives and problems, including my own experiences. 
 

 
 O-3-1 当院における CAC の成績と経験した合併症 

Results of CAC in our hospital and complications experienced 
大和高田市立病院 血管外科 ⿁頭 祥悟 

 
【はじめに】シアノアクリレートを用いた血管内塞栓術（CAC）は 2019 年から保険適応とな
り、当院でも 2022 年 9 月から CAC を導入した。CAC 導入後 2 年間における当院の血管内治
療の成績および合併症につき報告する。【対象】今回は 2022 年 9 月から 2024 年 8 月において
CAC を施行した 101 例を対象に検討し、24 ヶ月を 6 ヶ月毎の 4 期間に分割し、血管内治療に
おける CAC の割合および手術時間、合併症などの評価を行った。術後の観察期間は最低でも
３ヶ月とした。【結果】CAC を施行した症例の平均年齢は 74.2 歳。男性 30 例、女性 71 例、両
側同時手術が 19 例、片側 GSV＋SSV 同時施行が 10 例であった。血管内治療における CAC の
割合は 35.7%→41.3%→44.7%→55%と徐々に増加傾向となっている。CAC 導入当初は本幹治
療単独としていたが、現在は stab avulsion、硬化療法、IPV に対しての CA 治療なども同時に
行なっている。術後合併症として、ステロイド投与を行った Phelebitis が 5 例、EGIT class2 以
上４例（EGIT class3 が 1 例）、肉芽種が 1 例、全身性アレルギー２例認めた。再疎通例は認め
なかった。EGIT の症例については抗凝固療法で全例が改善した。全身性アレルギーは⾧期化
したものが 1 例に認められたが、約 1 年の経過で改善した。肉芽腫に関しては局所の切除のみ
で改善した。【考察】CAC は低侵襲な治療法で有用であるが、合併症管理の習熟が必要である。 
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O-3-2 循環器内科医が始める下肢静脈瘤診療 
Varicose vein treatment for Cardiologist 

医療法人弘英会 琵琶湖大橋病院 循環器内科 寺田 和始 

  
近年、ISCHEMIA 試験や ORBITA 試験が発表され、CCS(慢性冠症候群)に対する PCI の適応
は限定されつつある。また、デバイスの改善によって PCI はすそ野が広がり、ほぼすべての循
環器内科医が身に着けるべき手技となっている。現代の循環器内科医は、虚血性心疾患を基礎
とし、不整脈領域、構造的心疾患領域、脈管領域の 3 分野のいずれかを専門として選択する傾
向にある。脈管領域グループにおいては、重症虚血肢に対する診療を進んで行っており、他科
の領域であったフットケアに進出している。その中で、静脈うっ滞性潰瘍に度々出会うものの、
特に地方においては静脈診療を行っている周辺施設が乏しく、静脈瘤治療を自ら行う必要性を
感じている循環器内科医は増えているはずである。しかしながら、脈管学会専門医を取得して
いる循環器内科医は現在においても少なく、全国で 233 名、滋賀県内では 2 名のみである。そ
の中でも実際に静脈瘤治療を行っている循環器内科医はさらに少数である。その理由として、
循環器内科医が新規に下肢静脈瘤治療を開始するためには、いくらかの困難が存在することが
挙げられる。必要性を感じながらも困難に直面し静脈瘤治療に踏み出せない医師にも参考とな
るように、自身の経験をもとに実際の症例も交えて概説する。 
 

 
O-3-3 超高周波超音波機器の導入前後での LVA（リンパ管静脈吻合手術）の変遷 

大阪あべのリンパ浮腫クリニック 三宅 ヨシカズ 清水 隆昌 仲野 祐里 
 
当院は無床のリンパ浮腫専門クリニックとして、リンパ浮腫患者の『生活の質 "Quality of Life"
の向上』に貢献できるように圧迫療法やリンパドレナージの保存的治療に加え、外科的治療と
してリンパ管静脈吻合手術（LVA）を治療選択肢として提供している。 
LVA は、リンパ管と静脈を吻合し、リンパ液を静脈流路に還流させることを目的とした術式で
あり、古くは 1970 年代から実施されている。LVA の効果を最大化するためには、より機能を
保っているリンパ管の正確な特定と、確実な吻合技術が不可欠である。良好なリンパ管を特定
する確率をあげるためには、ICG リンパ管造影検査、高周波エコーだけでは不十分であり、よ
り高度なデバイスの活用が求められる。また、吻合技術を支えるためのデバイスの進化も同様
に重要である。 
当院では現在、最大 71MHz の超高周波エコーを用いて LVA を実施しており、これにより精度
の向上が期待されている。LVA 術式の進化の経緯と最新の臨床状況について報告する。 
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O-3-4 当院における骨盤内静脈うっ血症候群に対する卵巣静脈塞栓術の短期成績 
Short-term outcomes of endovascular ovarian vein embolization for pelvic venous congestion 

syndrome 
西梅田静脈瘤・痛みのクリニック 放射線科 小田 晃義 

 
Background and purpose: 骨盤内うっ血症候群（pelvic vein congestion syndrome: PVCS）は慢
性骨盤痛の原因の一つであり、卵巣静脈塞栓術は PVCS の有効な治療法と考えられているが、
本邦でまとまった報告は少ない。今回本邦における PVCS に対する卵巣静脈塞栓術の短期成績
を明らかにする 
Material and methods: 2019 年 4 月から 2024 年 4 月の間に PVCS に対する卵巣静脈塞栓術を
受けた 20 人の女性患者（平均年齢：53.7 歳、範囲：30～80 歳）を対象に、後方視的に検討を
行った。評価項目として技術的および臨床的成功率を検討し、臨床的成功は、術後 3 か月の視
覚アナログスケール（VAS）スコアに基づいて評価され、症状消失、有意な改善（VAS の減少
> 50％）、部分的な改善（VAS の減少< 50％）、または改善なしに分類した。 
Results: 技術的成功率は 100% であった。平均 VAS スコアは術前 7.4 であったが、術後は 
2.05 と有意に改善が見られた。症状消失は 60% (12/20)、有意な改善は 15% (3/20)、部分的
な改善は 10% (2/20)、改善なしは 15% (3/20) であった。 
Conclusions: PVCS に対する卵巣静脈塞栓術の短期的結果を明らかにした。経皮的卵巣静脈塞
栓術は PVCS に対し、有効な治療と考えられたため、若干の文献的考察を加えて報告する。 
 

 
Esthetic Phlebology-2  ハンドベイン ~フォーム硬化療法~ 

Foam sclerotherapy for dorsal hand veins 
医療法人 見宜堂 梅田血管外科クリニック 古林 圭一 

 
当院におけるフォーム硬化療法を用いたハンドベイン治療を報告する。 
2024 年１月から 12 月の１年間に 12 名の女性（24 症例）に施行している。同時期に受診する
も施行に至らなかったのは 10 名であった。平均年齢は 53 歳（37－87）であった。治療は、原
則片手ずつ行い、０.５％ポリドカスクレロール varixio を使用した。平均治療回数は１.４回（片
手）であった。血栓形成をほぼ全症例に認め、1 週間で改善されない浮腫みも２症例に認めた。
その他、重篤な副作用は認めなかった。満足度は 1 年後以降の評価になるが、概ね良好な臨床
的改善を示していると思われる。 
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Esthetic Phlebology-3 当院における C1 静脈瘤に対するロングパルス YAG レーザー治療の経
験 

Experience of long-pulse YAG laser treatment for C1 varicose veins at our clinic 
KCVC・金子医院 金子 完 

 
下肢静脈治療は伏在型静脈瘤に対しては血管内治療が全盛だが、クモの巣状静脈瘤や網目状静
脈瘤など CEPA 分類 C1 に対しては硬化療法が有効な治療とされている。しかしながら、硬化
療法は色素沈着を来たすことも多く美容的な問題や、1mm 以下の皮内細静脈の拡張では技術的
に難易度の高いことも多い。当院では 2022 年からクモの巣状静脈瘤、網目状静脈瘤に対して
シネロン・キャンデラ社製ロングパルス YAG レーザー(1064nm)を用いた体外レーザー照射に
よる治療を開始した。この方法は、単一波⾧のレーザー光を照射する方法で、YAG レーザーの
光は標的である血管のみに選択的に反応し瞬間的に焼灼し、周囲の正常皮膚組織へのダメージ
が少ないのが特徴である。治療の適応となるタイプはクモの巣状静脈瘤や網目状静脈瘤で、治
療効果を得るためには、2-3 ヶ月に 1 度の頻度で 3-5 回、経過によってはそれ以上の焼灼回数
が必要である。治療回数や頻度には個人差があり、全ての患者で同じ臨床効果が得られるわけ
ではなく経過も異なるため、⾧い治療期間が必要になることも多い。また病変は、色は薄くな
っても完全に消失するものではないと考えるべきであるあり、患者への十分な説明と理解も重
要である。今回、当院で行ったロングパルス YAG レーザーを用いた体外レーザー照射の治療
経験を報告する。 
 

  Esthetic Phlebology-4 当院におけるフェイススクレロセラピーの早期成績と合併症の報告 
Early result and complication of Face Sclerotherapy 

大阪静脈瘤クリニック 血管外科 佟 暁寧 

 
【背景】ポリドカノール(Polidocanol)を用いた硬化療法は保険診療として、下肢静脈瘤・食道
静脈瘤などの領域に応用されている治療とされているが、国内では顔面血管の治療に応用する
報道は今までなかった。そこで、当院では従来の硬化療法を改善し、顔面血管の治療に応用す
る工夫を行っている。今回その手技をフェイススクレロセラピー（Face Sclerotherapy, FS）と
して、治療成績と合併症について報告する。 
【方法】2022 年 2 月から 2024 年 6 月まで、顔面血管 607 例に対し顔面血管の診察をし、FS 治
療の施術人数は 502 人（82.7％）であった。患者は平均年齢 34±12 才、女性 558/男性 49 であ
った。解剖学的に眉間の静脈は眼底静脈と連絡のあるため、禁忌部位とする。34G の針を用い
て治療血管に穿刺し、独自調整した濃度のポリドカノールを注入する。治療のフォローアップ
は 1 ヶ月後・7 ヶ月後とした。本研究では周術期成績に加え、疼痛の程度（Pain Score）と患者
満足度を後方視的に検証した。 
【結果】治療血管の部位は（多い順）：①鼻周囲 198 例（39.4％）、② 頬 178 例（35.5％）、③
目の下 73 例（14.5％）、④こめかみ 61 例（12.2％）、⑤瞼 74 例（14.7％）、⑥額 22 例（4.4％）。
単独箇所症例 398 例（79.3％）、複数箇所症例 104 例（20.7％）。治療回数として、1 回 203 例
（40.4％）、2 回 241 例（48.0％）、3 回 41 例（8.2％）、4 回以上 17 例（3.4％）であった。治療
時間は平均 13.3±13.0mins であった。術後追跡率は 100%であり。追跡期間中の合併症発生率
は、色素沈着 0/502(0.0%)、神経障害 0/502(0.0%)、アレルギー 5/502(1.0%), 皮膚潰瘍
1/502(0.2%)であった。また術後フォロー可能な時点で患者満足度は 9.1 であり、疼痛スコアは
3.1 であった。 
【結論】顔の細小血管に対するフェイススクレロセラピーは、厳密に適応を選択することによ
り色素沈着を認めず有効な治療であった。更なる遠隔期のフォローアップを要するが、今後血
管走行が明らかな顔面血管治療の適応を更に拡大できる可能性が示唆された。 
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PWD（パルスウェイブドプラ）
オプション機能

RI（血管抵抗値）やFV（体積流量計測）等に対応します。

一般的名称 : 汎用超音波画像診断装置
販 売 名 : 超音波診断装置 VＰ-US Advanced
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種 別 : 管理医療機器、特定保守管理医療機器
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安全・安心 タスクシフト
タスクシェアに

● 軽量のWirelessプローブ
　（リニアは150g、コンベックスは183g）
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座長:

小川　智弘　先生
（福島第一病院　院長/心臓血管外科部長）

演者:

山本　崇　先生
（やまもと静脈瘤クリニック　院長）

スポンサード・セミナー3（13:25-13:45）

BECAUSE RESULTS MATTER 
〜Spider  Web治療の最前線〜
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VascuZoom  
装置の画面でスポットサイズ：3～10mmの間で瞬時に可変できます。

サブサーフェイス静脈イルミネーション (SVI) 
独自のSVI（サブサーフェス静脈イルミネーション）を搭載。2波長の光
（590nm,605nm)を駆使し、表在性の静脈やフィーダー静脈の視認性を高めます。

調整可能な一体型冷却機能
一体型サファイア冷却チップにより冷却温度：5～25℃で保ち、
施術時の快適さと安全性を確保します。

＜ClearVの特徴＞

※薬事未承認機のため、保険治療は不適合です。





川本産業株式会社　〒540-0012 大阪市中央区谷町2丁目6番4号　https://www.kawamoto-sangyo.co.jp

















90年にわたる靴下製造技術を礎に、アスリート仕様に特化したソック
スを生み出すファクトリー・ブランドとして2017年にスタートした
OLENO。企画・デザインから製造・出荷まで奈良本社で完結するジャ
パンメイド。 開発者みずからが走り込んで得たランナーならではの
ニーズやこだわりに、のべ100名以上のトレイルランナーの数千キロ
以上の試着・試走によるフィードバックを取り入れ、常に進化を重ね
る ULTIMATE シリーズが我々のフラッグシップ・プロダクトです。 

昌和莫大小株式会社
〒635-0813  奈良県北葛城郡広陵町百済 1369-1
TEL. 0745-55-0415

KIPS Meeting 2023
開催によせて

アスリートのシビアな要求に技術で応え、OLENO製品は今では多くの
ランナーのレース定番装備となり、プロリーグのオフィシャル・レッグ
ウェアにも。また、箱根駅伝入賞チーム、トレラン日本代表、そして
オリンピアンの勝負ソックスに選ばれています。 厚みから着圧加減まで
ミリ単位で感じ取るプロアスリートの敏感な足元。それに応える技術力は、
医療現場でも活かされています。 西の京病院血管外科センターの今井
崇裕医師が取り組まれている下肢静脈瘤の治療のため、今井医師の
監修のもと、日本人に合ったサイズと圧迫圧にこだわり抜いた、弾性
ストッキングASHIKAを開発。 ASHIKA着用後の下肢周囲径の減少、
ふくらはぎの血流速度の増加、および血管径の減少は計測、実証
されています。 トップアスリートから医療現場まで、足元のニーズに
応えるOLENO。
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JAPAN
Venous Talk 2026

運 営 事 務 局 | 西 の 京 病 院 血 管 外 科 セ ン タ ー
〒 6 3 0 - 8 0 5 1  奈 良 県 奈 良 市 七 条 町 9 5 - 1  メ デ ィ カ ル プ ラ ザ 薬 師 西 の 京 　 　 　 0 7 4 2 - 3 5 - 1 2 7 6
http://k-ips.jp/

Vein Week

The time is always right
to do what is right 

9 : 0 0 ～ 1 8 : 0 0

会 場 | N A R A  K A S U G A N O
I N T E R N A T I O N A L  F O R U M  甍 ～ I ･ R A ･ K A ～

Save the Date


